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　 世界フライングディスク連盟（WFDF）の目的 
1. 敵同士というよりもむしろ仲間同士として、お互いに争うのではなく、我々自身の能力の限界に対して挑戦するという、フ
ライングディスク競技の精神を奨励し、それを守る。また、人々が集まって、技や競技を楽しむことのできる和やかな場を
つくる。最終的には、一緒に競技することにより、共に生きることを学ぶ。 

2. 世界中でディスクスポーツを奨励し、新しいフライングディスク協会の設立を促進し、それらに全てのフライングディスクの
活動と一般運営を指導する。 

3. フライングディスク競技を、一般にスポーツとして認知されるようにする。 
4. 世界的な、ディスクに関するあらゆる事について討議する場を設け、また、フライングディスクに関して利害争いが生じた場
合に、それを調停する。 

5. 世界的なフライングディスク競技のトーナメントの基準を確立し、維持する。世界フライングディスク選手権大会を組織す
る権利を、関与している協会に公平に与える。また、他の国際的なトーナメントを認可する。 

作成：1998年 11版 

お問い合わせ先 
本文書に関する不明点および解釈については、 日本フライングディスク協会までメールにてお問い合わせください。内容を検討
後、ご回答させていただきます。フライングディスク競技発展のため、本書の内容に限らず、ルールに関して選手の皆さんから
のご意見やご指摘を是非お聞かせください。　Mail : info@jfda.or.jp 
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第Ⅰ章－総括 
101 WFDFルール 

The World Flying Disc Federation（以後WFDFと表記する）は、WFDFルールと呼ばれる一連の細則に基づいて成立する非営利団
体である。WFDFは、各種目の競技ルールを公布、出版し、実施する。これらのルールは、各種目ごとに独立した章から成る｡但し
フィールドイベントに関しては、平易で類似しているので同一章にまとめる。 

102 ルールの精神 
フライングディスクスポーツは伝統的に、プレーヤー自身が責任を持って公正なプレーに努めるといった、スポーツマンシップに基
づいている。競争度の高いプレーは奨励されるが、プレーヤー同士が尊重しあうこと、ルールを守ること、また、本質的にゲームを
楽しむことなどが損なわれてはならない。そして、これらを守ることにより、この精神に反した行為は、競技フィールドから排除さ
れる。この精神を維持するのは、各プレーヤーの責任である。 

103 ルールの構成 
第Ⅱ章から第Ⅷ章で述べられているルールは、一貫性と公正さをもってルールの目的に即して解釈され、第Ⅰ章102条で述べられて
いる精神に基づいて遂行されなければならない。 
103.01 解説：ディスク競技のルールの理解を促すため、各種目のルールの冒頭に解説を設ける。解説はルールではないが、ルール

の理解を促すものである｡ 
103.02 ルールの変更：特定の種目についてのルールの変更や追加の提案は、WFDFの種目別委員会に対して行うこと。ルール全般

に関する意見は、直接WFDFルール委員会（RUC）に対して行うこと。各種目委員会は次のシーズンに備え、ルールに関
する意見書を11月1日までに提出しなければならない。RUCはそれを検討し、各種目委員会と話し合った上、翌シーズン
に向けルールブックをまとめなければならない。そのルールブックは、批准のため1月1日までに理事会に提出されなけれ
ばならない。批准後、そのルールは4月1日より有効となる。 

104 トーナメント 
プレーヤーは、WFDF主催もしくは認定トーナメント、またはWFDF加盟国協会主催もしくは認定のトーナメントにおいて、1種目
またはそれ以上の種目に参加することができる。 
104.01 エントリー：トーナメントに参加する資格を得るには、プレーヤーはトーナメントディレクターとWFDFによって決めら

れたエントリー料を支払わなければならない。 
104.02 トーナメントディレクター：トーナメントは、トーナメントディレクターの管理下で運営される。トーナメントディレクター

は、トーナメント全体を監督するほか、オフィシャルを指名し、そのオフィシャルと他のトーナメントスタッフに責務を与
える。必要な場合にはルールの説明を行い、論争が起きた場合は仲裁する｡また、WFDFルールで決められた他の責務を果
たし、トーナメントが手際良く、公正に行われるように配慮する｡ 

104.03 プレーの順序の決定：どのプレーヤーまたはチームがプレーを開始するか、またはフィールド選択権を得るかを決める場
合や、論争を解決するための任意の手段が必要な場合は、ディスクのフリッピングを以下のように行う。代表者同士、ま
たはその代理人がそれぞれディスクを持って向かい合い、ディスクをフリップさせて放す。ディスクが空中にあるうちに、
1人の代表者が「Same（同じ）」、または「Different（違う）」のどちらかを選び、もう一人の代表者は残りの方を選ぶ。
この2人は、ディスクに触れずに静止するまで待つ。2枚のディスクがどちらも上向きまたは下向きの場合、「同じ」を選
んだ代表者の勝ちである。1枚が上向きでもう1枚が下向きの場合は、「違う」を選んだ代表者の勝ちである。 

105 プレーヤーの分類 
公正な競技を促すため、プレーヤーは年齢と性別によって分類され、同じ分類同士で競技したり、分類に関係なく、随意に競技する
ことができる。分類については以下の通りに分けられる。 
105.01 オープンの部：他のどの部にも属さない、もしくはどの部においても競技をしない全てのプレーヤーの部門である。 
105.02 レディースの部：女性のみが属する。レディースの部は、人数によっては更に、グランドマスター、シニアグランドマス

ター、レジェンドの部に分けられる。 
105.03 ジュニアの部：トーナメントが終了する年度内に20才に達しないプレーヤーの部門である。 
105.04 アンダートゥエルブの部： トーナメントが終了する年度内に12才に達しないプレーヤーの部門である。 
105.05 マスターの部：トーナメントが始まる年度内に少なくとも35才に達するプレーヤーの部門である。また、2005年のアル

ティメットのマスター部門においては、トーナメントが始まる年度内に少なくとも31才に達するプレーヤーが参加できる。
また、2006年及び2007年のアルティメットのマスター部門においては、トーナメントが始まる年度内に少なくとも32才
に達するプレーヤーが参加できる。また、2008年のアルティメットのマスター部門においては、トーナメントが始まる年
度内に少なくとも33才に達するプレーヤーが参加できる。 

105.06 グランドマスターの部：トーナメントが始まる年度内に45才に達するプレーヤーの部門である。 
105.07 シニアグランドマスターの部：トーナメントが始まる年度内に55才に達するプレーヤーの部門である。 
105.08 レジェンドの部：トーナメントが始まる年度内に65才に達するプレーヤーの部門である。 
105.09 部門の不成立：トーナメントディレクターは、トーナメントにおいて、有資格者が5人に満たない部門は不成立とすること

が出来る。不成立となった部門のプレーヤーは、他で当てはまる部門か、オープンの部で参加できる。 
105.10 部門の選択：プレーヤーが2つ以上の部門に当てはまる場合、プレー開始前に、どの部門で競技するかを決めなければなら

ず、トーナメントが終わるまで他の部門で競技してはならない。  
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106 ナショナルチーム 
106.01 ある国において、外国人が、その国の代表選手として世界選手権大会に出場することを希望する場合、その大会の開催日

から逆算して、少なくとも直近の2年間は、継続してその国に滞在していなければ、出場する資格は与えられない。 
106.02 ナショナルチームは、106.01の条件を満たしている外国人選手に限り、最大2人迄参加させることができる。 
106.03 世界選手権大会の開催日から逆算して、継続的に5年以上ある国に滞在している選手は、ナショナルチームにおいては外国

人選手として扱われない。 
106.04 世界選手権大会の運営本部は、参加各国に対し、代表選手全員の氏名及び国籍と、外国人選手であるかどうかを明記させ

る公式な選手名簿を配付し、競技会が開催されるまでに本部に返送されるようにしなければならない。 

107 使用ディスク 
107.01 競技で使用されるディスクは、以下の条件を満たしていなければならない。 

A. フライトプレートに穴のない、インナーリムの深さが外径の5%以上ある円盤状のものであること（この場合のリム部分
は、そのフライトプレートに対して垂直である）。 

B. 膨らむ成分を含まない、固形プラスチック材料で作られたものであること。 
C. 外径が21cm以上、40cm以下であること。 
D. リム･コンフィギュレーション（リム外形率）が26以上であること（108［D］参照）。 
E. 先鋭度が1.6mmより大きいこと（108［E］参照）。 
F. 柔軟性テストにおいて、耐圧12.3kg以下であること（108［F］参照）。 
G. 重量を外径でわった場合、その値が8.3g/cm以下であること。また、大きさによらず、全体の重量は200g以下でなけ
ればならない。 

H. 本質的に、製造された時のままの状態であること。製造後に重量や飛行特性に変化を与えるような改造を加えていない
こと。 

I. プレーヤーや観客に常軌を逸した危険がないこと。 
J. 商品として製造され、1,500個以上市販されているものであること。 
K. プレーヤーから要求された場合、種目ディレクターにより明確に認可され得るものであること。但し、上記に反するディ
スクは認可される事はない。 

107.02 競技会のルールによって特に認められた場合、上記以外の条件を満たすディスクを使用してもよい。 

108 ディスクの検査法 
フライングディスクの物理的特性は、メートル法によって測定される。全ての長さの測定は、1mm単位で行われ、それ以下は四捨五
入される。重量の測定は1dg単位で、それ以下は四捨五入される。適用される測定方法は以下に示すとおりである。  

A. ディスクの外径の測定 － この属性は、40cmまで測ることのできるカリパスを使用して測定される。測定は、2本の足
が、ディスクの長い軸を越して両端に正しい角度でセットされた状態で、2本の足の間を測る。ディスクの歪みによるあ
らゆる潜在的な影響を取り除くため、測定は２回行われ、平均値を採用する。 

B. リムの深さの測定 － ディスクはリムを上にし、上面を下にした状態で置かれる。ディスクが歪んでいる場合、歪みによ
る影響が出来る限り取り除かれるよう、しばらく平らに置いた後、測定結果が最も小さくなる場所で、測定が行われな
ければならない。真っ直ぐな刃をリムからリムに渡るように置き、リムがフライトプレートに真っ直ぐにぶつかってい
る箇所で測定される。この測定では、予め最低許容比率を掛け算し、リムの深さの値を算出しておく。実際に測定され
た深さは、この値と同じかそれ以上でなければならない。 

C. ディスクの重量の測定 － 予め測定した外径と、直径１cm毎の最大許容重量を掛け算し、値を算出しておく。実際に測
定された重量は、その算出された値以下でなければならない。 

D. リム･コンフィギュレーション（リム外形率）の測定 － ディスクのリムは、1cm毎に13の針がある外形ゲージに対して
垂直に保たれ（Valued ST142の様に）、ゲージの中に深さ5mmまで押し込まれる。その時の針の動きを、それぞれが
0.25mm単位で測定される針の動きによって測定する。全ての動いた針を測定し合計するとリム外形率となる。測定は
3回行い、中間の値を採用する。 

E. 先鋭度の測定 － この属性は、1.6mmのゲージを用いて測定される。この規格にパスするには、ディスクの先端はゲー
ジに触れてはならない。図1.1参照 
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F. 柔軟性の測定 － エッジを下にし、インナーリムに測定板をあてた状態でディスクを重量計に立てる（図1.2［A］参
照）。重量計は最低±56.7gの正確性がなければならない。測定板の高さはディスクの外形の半分。上側のリムを、徐々
に、最大5秒間下に押し下げていく。柔軟度は、上側のリムが測定板に触れる前に測定された最大値を採用する（図1.2
［B］）。テスト時のディスクの温度は25℃以下でなければならない。特定のモデルの認定にあたっては、テストを3回
行い、中間の値を最終測定値とする。 

 

 

109 失格 
乱暴な行為、淫らな行為、虐待的、妨害的、不法な行為をする者、終始他のプレーヤーに迷惑をかける者、不正行為をしたり、ルー
ルの悪用で自分に有利を、他人に不利をもたらす者、観衆や審判や他のプレーヤーにかなりの苦痛や不便を与えたり、迷惑をかける
者などに対し、トーナメントディレクターは、その種目またはトーナメント全体への参加資格を剥奪することができる。このルール
は、第Ⅱ章から第Ⅷ章で述べられている各種目における失格のルールに代るものでなく、影響するものでもない。それらの補足また
は追加である。 

110 抗議 
110.01 トーナメントディレクターやオフィシャルによる判断や、トーナメントの結果に対して抗議を申し出たいプレーヤーは、必

ず対象となる事項が起こった時から10日以内に、WFDFまたは WFDFの指名したオフィシャルに、書面にて抗議文を提出
しなければならない。抗議は検討された上で、WFDFまたはWFDFの指名したオフィシャルの判断で、是認されるか、却下
されるか、または調査のため保留にされる。調査上、論争に関わる状況について何か知っている人へのインタビューを実
施したり、必要であれば公聴会を行うことがある。その判定は早急に出され、トーナメントディレクターと抗議を申し出
たプレーヤーに知らされる。その判定は最終的なものであり、更なる抗議の余地はない。 

110.02 抗議の是認：WFDF理事会またはWFDFに指名されたオフィシャルは、明確な根拠によって以下のことが確認され次第、
抗議を是認する。 
A. トーナメントディレクターまたは他のトーナメントオフィシャルが、故意に、または承知の上で、トーナメントの結果
を偽った。 

B. プレーヤーに対し、不正に有利、または不利になるように、不適切な補助やコールや判断を行った。 
C. プレーヤーに有利なように、物理的に、またはコールや判断によって不適切にプレーを妨害した。 
D. 理由無くプレーヤーを失格とした。 
E. 行為の内容に関わらず、プレーヤーに対し、不正に有利、または不利なように働いた。 
F. 以上、AからEで述べられたことを行うために、プレーヤーまたは他の人から賄賂や報酬を受け取った場合。 

110.03 抗議の却下：WFDF理事会は、以下に述べる事柄に対する抗議は却下できる。 
A. 結果いかんに関わらず、トーナメントディレクターまたは他オフィシャルによるコールや判断が、誠実に行われた場合。

B. トーナメントディレクターまたは他のオフィシャルによるコールや判断が、プレーヤーに対し不公正な有利、不利を結
果的にもたらした場合でも、それが、コールや判断を行った動機でない場合。 

C. プレーヤーによって起こされた行為。プレーヤーのいかなる不適切な行為も、トーナメントレベルの出来事として扱わ
れる。 

110.04 抗議者への措置：抗議が是認された場合、WFDF理事会またはWFDFによって指名されたオフィシャルは、可能であれば、
抗議したプレーヤーをそのような自体が起こらなかった場合におかれていたであろう状況に近づけるようにする。 

110.05 制裁：抗議が是認された場合、WFDF理事会またはWFDFの指名したオフィシャル、または他の人に対し、適切な制裁を
与えることができる。 可能性のある制裁としては、以下のような例が考えられるが、これらに限定されるものではない。
例えば、問題のトーナメントに溯ってそのプレーヤーを失格とする。プレーヤー、トーナメントディレクター、または他
のオフィシャルを一定期間、もしくは無期限で活動停止とする。または、トーナメントや協会への参加資格を剥奪する。
もし、抗議の原因となった行為の結果として得られたタイトルや記録があれば、それも剥奪する。 
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111 ルールの一時変更 
111.01 トーナメントディレクターは、第Ⅱ章から第Ⅷ章で述べられているルールや、他の補足ルールに関して、その適用が非現実

的、不適当、不可能、またはプレーヤーに対し、甚だしく明らかに有利、不利をもたらす場合、ルールを一時取り消した
り、変更したり出来る。但し、それはトーナメントの開始前に決定され、結果的に不公平のないことを確認した上で、トー
ナメント開始前に、全てのプレーヤーに知らされなければならない。トーナメントディレクターは、いかなるルールの取
り消し、変更、追加も、全てその理由と共にWFDFへのレポートに記すこと。 

111.02 記録更新に対する影響 
上記111.01に示されるようなルールの取り消し、変更、追加が実施された大会で、現在の記録を更新するような記録が生
じた場合において、前述したルールの変更などがこの記録が生じた要因であると考えられるときには、WFDF理事会または
その他の統括組織が、その大会での記録を新記録として認めない場合がある。 

112 ルールブック 
112.01 出版：WFDFルールは、冊子、パンフレット、その他の印刷物として出版されてよい。1ページ目か表紙に、そのルールの

有効期日を明記すること。 
112.02 検閲：WFDFの認可したトーナメントにおいて、有効であるWFDFルールのコピーは、WFDFから検閲の要求があれば、ど

のプレーヤーも提示しなければならない。プレーヤーは、自分で使う為にルールのコピーを入手することができる。WFDF
または代理主は、請求と、WFDFの決めた価格の支払があり次第、ルールのコピーを支給する。
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